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山陽小野田市の将来像 
 

 

１ まちづくりの基本理念 
 

【基本的視点】 

・第一次総合計画を踏襲しつつ、「住み良さ」が実感でき、子どもからお年寄りまで住み続けたい

と思えるまち、選ばれるまちとなることを目指します。 

 

【基本理念案】 

・市民の意見（アンケート、市民会議等）により「活気」や「にぎわい」といった産業の活性化が

望まれている一方、本市の有する「自然」「人のやさしさ」「支え合い」といった、心の豊かさを

もたらすものを残していくことも大切であると考えられています。 

・「人とのつながり」「市民が主役」「地域力」など、市民が主体となってまちづくりを進めていく

ことが求められています。 

・明るい未来をイメージする言葉として「笑顔」「活力」「幸せ」が挙げられています。 

・市民の安心の生活と協働をイメージする言葉として「地域」「協働」「住み良さ」などのキーワ

ードが挙げられています。 

 

 

案① 住んでみたい暮らしの創造 

案② 幸せを実感できる暮らしの創造 

案③ 豊かさを実感できる暮らしの創造 

案④ 「心豊かな」生活を重視したまちの創造 

案⑤ 市民一人一人が主役の「地域力」と「協働」による活力の創生 

案⑥ 時代を経ても変わらない「心の豊かさ」の創出 
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活力と笑顔あふれる山陽小野田 
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活力と笑顔あふれる山陽小野田 
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２ 将来都市像 
【基本的視点】 

市民の生命、財産を守る「安心・安全の確保」を基本としながら、まちづくりの基本理念を基 

に将来都市像を設定します。 

また、将来都市像の実現に向けて歴史・伝統・文化・自然・スポーツといった地域資源など、本

市の有する特性を最大限に活用しながら、総合的な施策の展開を図ります。 

 
【将来都市像案】 

・産業の活性化、地域コミュニティの活性化などによりまちの「活力」を高めます。 

・「人のつながり」によって共に支え合う地域づくりなどにより「笑顔」で暮らせるまちを目指し

ます。 

・豊かな自然と人のやさしさを大切にしつつ、子どもからお年寄りまで「活力」と「笑顔」あふ

れる、住んで良かったと実感できるまちづくりを進めます。 

【例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知力！活力！地域力！ 

スマイルシティ さんようおのだ  
  ～活力と笑顔あふれる山陽小野田市～ 

スマイルシティ 
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